
 
平成２１年度事業報告 

 
 

[Ⅰ] 歴博等の調査研究活動等への援助 
 

歴博への委任経理金     ３００万円 

 

[Ⅱ] 歴史民俗関係の図書等の発行・頒布 
 
１． 歴博総合展示案内の頒布 

２． 歴博企画展図録等の発行・頒布 

（１）「錦絵はいかにつくられたか」（２月２４日～５月６日）     ８００冊 

（２）「日本建築は特異なのか」（６月３０日～８月３０日）        １，４００冊 

（３）「縄文はいつから！？」（１０月１４日～１月２４日）      ３，２００冊 

（４）連携展示「百鬼夜行の世界」（7 月 18 日～８月３０日）      ８００冊 

（５）館蔵資料図録「死絵コレクション図録」            １００冊 

（６）館蔵資料目録「見世物資料関係コレクション目録」       １００冊 

（７）「冬の華・サザンカ」※増刷               １，５００冊 

（８）「縄文文化の扉を開く」※増刷              １，０００冊 

３． 歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布 

１５４号～１５９号（隔月発行・年６回）           各１，０００冊 

４． 国立歴史民俗博物館研究報告等の発行・頒布 

第１４９～第１５９集   各 ２００冊  

５． 歴博ブックレットの頒布  

６． 展示解説シート用ファイルの頒布 

７． 教材等の作成・頒布（歴博収蔵品を活用したもの） 
「縄文はいつから！？」クッキー缶 



 
 
 
  

「縄文はいつから！？」T シャツ 
「百鬼夜行の世界」クッキー缶 
「百鬼夜行の世界」T シャツ ２種 
「百鬼夜行の世界」マグネットクリップ ２種 
    

[Ⅲ] ミュージアムショップの事業 
 
１．商品の仕入・販売 

２．販売するグッズ等の開発及び販売促進等 

３．全国の歴史系博物館図録等の販売（１３７館 ９４４種類） 

 
［Ⅳ］友の会事業の実施 
 

１．「友の会ニュース」の編集・発行・配布（隔月） 

（維持会員・普通会員には、歴史系総合誌『歴博』を同封） 

２．館長特別講演会 

「百済の都出土木簡と古代日本」１１月７日 参加者：２３６名 

講師：平川南館長 

※講演終了後、館内レストランに於いて館長を囲む懇親会開催 

３．友の会講演会 

（１）「江戸の罪と罰」６月７日 参加者：１２３名 

 講師：伊能秀明先生（明治大学中央図書館） 

（２）「大化改新 研究の現状と課題」７月２２日 参加者：２８１名 

 講師：仁藤敦史教授（歴史研究系） 

 

４．友の会講座 

（１）初級古文書講座 講師：山本光正教授（歴史研究系） 



 
 
 
  

前期：計９回 ４８名参加  後期：１０回 ６８名参加 

（２）民俗学講座（計３回・参加者：６４名） 

第１回「お盆の民俗」      講師：関沢まゆみ准教授（民俗研究系） 

第２回「お葬式の移り変わり」  講師：山田慎也准教授（民俗研究系） 

第３回「年の替り目」      講師：松尾恒一准教授（民俗研究系） 

（３）考古学講座（計３回・参加者：８７名） 

    第１回「水田と焼畑」      講師：西谷大准教授（考古研究系） 

     第２回「平泉と鎌倉」      講師：小野正敏教授（考古研究系） 

第３回「経塚と聖地」     講師：村木二郎准教授（考古研究系） 

５．会員による見学会 

（１）国府台古戦場跡、里見公園を歩く ５月１５日 ３７名参加 

（２）北赤羽から旧岩崎水門へ ７月２４日 ２３名参加 

（３）群馬１泊バス見学（群馬県立歴史博物館で国宝はにわを見る等） 

 ８月２０日・２１日 ４０名参加 

（４）大きく変わった赤坂の昔を歩く ９月１２日 ２８名参加 

（５）大原幽学記念館とその周辺 １１月６日 ３３名参加 

（６）博物館初詣国宝土偶展と旧岩崎邸庭園 １月１０日 ３６名参加 

（７）上野公園に江戸から明治への歴史を偲ぶ ２月２７日 ４２名参加 

６．歴史の旅  

    岡山考古の旅（鬼ノ城山城跡、吉備津神社、後楽園ほか） 

１０月２日～１０月４日 参加者：１７名 

講師：春成秀爾名誉教授  

 

７．歴博映画の会 



 
 
 
  

第６回 ６月６日（土）「黒島の民俗-生活と自然-」 

解説：内田順子准教授（民俗研究系）参加者：９７名 

第７回 ９月５日（土）「壺屋焼の伝統と現在」 

解説：青木隆浩准教授（民俗研究系）参加者：７３名 

第８回 ３月６日（土）「米軍撮影フィルムにみる占領期日本」 

解説：原山浩介助教（歴史研究系）参加者：２１９名 

   ※国立歴史民俗博物館主催・国立歴史民俗博物館友の会協力事業 

８．自主学習会 

（１）近現代史読書会（『日本近現代史シリーズ』を読む） 
    月１回  計１２回 会員３０名 
 （２）近世史読書会（『江戸図屏風の動物たち』（塚本学著）を読む） 
    月１回  計１２回 会員１５名 
 （３）古代の東国探訪学習会 
    月１回  計１２回 会員４３名 
 （４）中級古文書学習会  

月１回  計１２回 会員３１名 
 （５）旅と街道学習会 
    月１回  計１２回 会員１６名 
（６）日本の民俗を訪ねる学習会 

    月１回  計１２回 会員８名 
９．観桜茶会 ４月４日 ※佐倉市茶道連盟協力事業 
    
     


